
 

 

 
 

平素より、NPO法人チャイルド・ケモ・ハウスにご支援賜り、ありがとうございます。 

6月の報告を申し上げます。 

 

☆6月 30日 小児がんの QOLについて考えるシンポジウム vol.5 

～小児がんの子どもと家族を支えるスタッフとチャイルド・ケモ・ハウスの人材育成～ 

  

 当日はあいにくの雨模様でしたが、会場の神戸市ポートアイランド内の臨床研究情報センタ

ー（TRI）には、134人もの方々がお集まり下さいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

大薗恵一よりご挨拶 

セント・ジュード小児研究病院を

例に、皆様からのさらなるご支援

をお願いしました。 

楠木重範 

「チャイケモの人材育成とは」 

太田秀明 

「小児がん医療におけるリスクマネジメント」 

  

 

太田秀明より、チャイケモの歩みと

ご寄付窓口の変更について、ご説明

しました。 

 
 

テーマ①「チャイケモの人材育成とは」 

 

米田光宏よりご挨拶 
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*色んな「人」との関わり
*友人との「時間」
*色んな種類の「遊び」
*お母さんが作った「ごはん」

 

小川 裕範氏 

「企業における人材育成と

チャイケモへの期待」 

  

 

宮野遊子氏                         

「小児がん病棟での経験とチャイケモの

人材育成の経験と可能性」  

 

 

吉田沙蘭氏  

「小児がん患児の家族支援について」  

   

 

 

チャイケモ・クレド 

 

 

第一章 ＜子どもと家族の心に寄り添うチャイケモ＞ 

1 子ども好きであること。 

保護者の次に子どものことを思っているという想いが大切。 

2 子どもの言うことを聴く。待つこと、聴くこと。 

時間が許せばいつまでも待つ。 

3 子どもや保護者が嬉しいこと、楽しいこと、つらいこと、を 

共感できる。 

 

4 子どもがわがままや暴力的であっても、表面的な

態度だけで判断せず、精神状態が不安 

定になる原因（不安、眠たい、空腹、寂しさ、化

学療法の副作用など）を常に考え、他 

のスタッフと共にチームで対応を考える。 

 

5 患児は生命に関わる病気であり、家族はそのストレ

ス・不安を常に抱えているということ 

を忘れない。 

 

6 今まさにつらい患者・患者家族（再発時、永眠時、

ターミナル期の告知後など）がいる 

時はすぐに把握し他のスタッフにもすぐに伝えら

れる環境をつくる。 

（音楽を流して自然にみんなが共有できるように

するなど） 

テーマ② 

「小児がん現場の事例や課題、チャイケモの人材育成で期待すること、実践したいこと」 

楠木重範より「チャイケモ・クレド」

（全 3章 27項目）について説明 

 

【当日の講演者】 

NPO法人チャイルド・ケモ・ハウス理事長、大阪大学医学系研究科小児科学教授 大薗 恵一 

公益財団法人チャイルド・ケモ・サポート基金理事長、東豊中渡辺病院小児科部長 太田 秀明 

 NPO法人チャイルド・ケモ・ハウス前理事長、 大阪医療センター小児科医師 楠木重範  

プルデンシャル生命保険株式会社 京阪支社 エグゼクティブ・ライフプランナー 小川 裕範氏 

国立がん研究センターがん対策情報センターがん医療支援研究部 心理療法士 吉田沙蘭氏  

大阪大学医学部保健学科 小児看護学講座 助教 宮野遊子氏                         

NPO法人チャイルド・ケモ・ハウス 副理事長、公益財団法人チャイルド・ケモ・サポート基金理事、 

大阪府立母子保健総合医療センター 小児外科医師  米田光宏（司会進行） 

 

主催：NPO法人チャイルド・ケモ・ハウス 

助成：社団法人大阪薬業クラブ平成 23 年度公益（助成）事業 

 



 

 

☆NPO法人チャイルド・ケモ・ハウス 2012年度 役員のお知らせ 

 

去る 6月 10日、2012年度の総会および理事会が行われました。 

今期は任期満了の年となり理事の再任および変更がありました。 

 

まず、大阪大学医学系研究科小児科学教授であり、昨年よりチャイケモの理事をつとめてお

りました大薗恵一が理事長に就任することになりました。 

 

前理事長の楠木重範は、引き続きチャイケモの医療部門の中心的役割を担って行く予定です。 

 

2012年度の役員は以下の通りです。今年度は、新施設「（仮称）チャイルド・ケモ・ハウ

ス」での活動の準備に邁進する予定です。 

引き続き、ご支援の程どうぞよろしくお願い致します。 

 

理事長   大薗 恵一 

副理事長  米田光宏 

理事    田村太郎 

理事    永田宏和 

理事    馬戸史子 

理事    村田由美子 

監事    雑喉晴美 

 

☆新理事長よりご挨拶 

 

この度、理事長に選んでいただきました大薗恵一です。よろしくお願いいたします。 

私は、大阪大学小児科で小児医療に携わっており、小児がんの患者さんたちも大勢みてきてお

ります。医療は確かに進歩しておりますが、不十分な点もたくさんあります。 

とくに、治療を受ける環境という事になると、理想には遠いと言わざるを得ません。NPO法

人チャイルド・ケモ・ハウスの活動を通じて、小児医療の進歩およびそれをとりまく環境の整

備に取り組みたいと考えております。皆様の、ご支援をお願いいたします。 

 

NPO法人チャイルド・ケモ・ハウス理事長 大薗恵一 

 

 

☆前理事長よりご挨拶 

 

新理事長に選任されました大阪大学医学部小児科大薗恵一教授は、私が大阪大学医学部附属病

院に勤務していたときから現在に至るまで、ご指導を賜り、またNPOチャイケモ設立に関し

てもご賛同くださいました。 

チャイルドライフスペシャリストの導入など大阪大学医学部附属病院の小児病棟の QOL改善

のため、チャイケモからの多くの提案を快くお引き受けくださいました。 

そしてこの度、ＮＰＯチャイケモの新理事長を快諾いただきましたこと、心より感謝いたして

おります。 

 

また若輩者の私を約６年半、理事長としてご支援くださいました皆様、本当にありがとうござ

いました。 

チャイケモは、私やチャイケモスタッフだけの夢ではなく、ご支援してくださるたくさんの

方々の夢となりました。 

 



 

 

医療の進歩が目覚しい小児血液腫瘍の分野にもかかわらず、その分野を志す医師の少なさに絶

望し、これからの医療者にとって魅力ある分野にしたい！という思いが、私のチャイケモを始

めたきっかけです。 

その結果、チャイケモをご支援くださる患者・患者家族の皆様からも、たくさんの率直なご意

見をいただき、臨床医として多くのことを学ぶことができました。 

 

私がこれまでの活動で確信したことは、患者・患者家族にとって良い医療は、医療者にとって

も良い医療で、お互いWiN,WINの関係は必ずできる！ということです。 

 

そのことを証明するために、臨床医としては、チャイケモの医療部門の中心的役割を担い、ま

た、チャイケモの活動に関しましては、チャイケモ発起人としての社会的責任を果たしていき

たいと思います。 

 

今後ともご支援のほど、何卒宜しくお願いいたします。 

 

 

NPO法人チャイルド・ケモ・ハウス前理事長 楠木重範 

 

 

＊詳細は、ブログ、ホームページをご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

NPO法人チャイルド・ケモ・ハウス  

☆ブログ☆ http://blog.canpan.info/kemohouse/ 

☆ホームページ☆ http://www.kemohouse.jp/ 

〒567-0046 大阪府茨木市南春日丘7-5-10-207 

Tel/Fax: 072-646-7073 E-Mail: Info@kemohouse.jp  

 

 

http://blog.canpan.info/kemohouse/

